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あるが,彼の推定する 『ゴルギアス』 『プロタゴラス』 『エウテユプロン』の
位置が正しいものとなれば,それはソクラテスや初期プラ トンの解釈に重要な
影響を与えると考える｡従って彼の主張を先ず見てみよう｡





























る｡彼は6つの哲学的主題 ((1)定義の理論 (2)被定義項の理論 (3)徳とその
-性 ･教育可能性の理論 (4)友情の理論 (5)対話の観念 (6)仮設の方法)に
ついて以上のような観点から検討し,次のような著作年代順に達した (初期だ
け引用する)0


















































































































































する｡しかしその ｢離れ方｣のVlastosのス トー リーには納得できない｡という













































































































【7】鎌田 雅年, ｢ソクラテスの倫理的確信とその根拠｣ 『西洋古典学研究』
xLV,岩波書店,1997,50-60.
